そろ 

大正 六 年 三月 九日 朝の 都下の 新聞紙 は 筆 を 揃えて、 

よしかわ かま こ 

芳川鎌 子 事件と 呼ばれた ことの 真相 を、 いち 早く 報道 

し、 精細 をき わめた 記事が 各 新聞の 社会面 を 埋めつ く 

まか つね 

した。 その 日 は 他に も、 平日なら ば 読者の 目 を 驚かせ 

る 社会 記事が 多 か つ た。 たとえば 我国の 飛行 界の第 一 

人 者と して、 また 飛行 将校の なかで、 一 般の 国民に 愛 

され、 人気の 高かった 天才 沢 田 中尉が、 仏国から 帰朝 

後、 以前の 放縦な 生活 を 改めて 自信 ある、 自らの 考案 

になった 機に 乗って 斯 i; のために 尽 そうとした 最初の 



そうであった かどう だか さえ 疑問で あるのに、 まして 

や、 その 死に 対する 二人の 心のう ちに も、 どんな 别々 

ひんし 

の 考えが あつたか も 測り 知れぬ では あるまい か。 瀕死 

すで 

の 女と、 己に 死んで しまった 男との 魂が、 その 瞬間に 

も 合致して いたかい なかった か、 それすら ももう 片方 

の 者が 亡な つてし まった 上 は、 たしかめる 事 さえ 出来 

たと い 

はしない。 ああであった ろうとい うの は、 縦 その 折 

の 一人であった 人 だとて、 残った 者が 代表して 言いう 

る 事 は 出来 得ないで あろう。 まして それ を、 (そうで 

あろう) を (そうであった) にして、 鵜呑みに してし 

まって、 冷罵す るの は あまりの 呵責で は あるまい か。 



がらみ の 方で は 何事 も 極力 秘密に 運ぼうと し、 記者た 

かぎだ つと 

ち は それ を 嗅 出す 事に 勉 めながら、 仲間の 鼻毛 を 抜 こ 

うとす るよう にまでな つた。 鎌 子の 退院の 日 は 何日？ 

その後 は？ その後 は、 というよ うに 進んで いって、 

新聞社 側の 方で は 見張りに おさお さ 手落ちな く、 どん 

な 風に して 退院 させよう とも 見 現わさずに はおかない 

準備が 講ぜられた。 幾 台 かの 自動車 は そのために 空し 

く 幾日 か を 立 番をして 暮 した ほどで ある。 さあ！ と 

よ かいどう なわて みち 

いう 時には、 四つ 街道 あたりの 啜路 は、 自動車の 爆音 

が 相続き 入 乱れて へビ— の 出し くら をした。 そして 彼 

女 は 広い 東京に も 身の 置 どころ もない ように 噂され た _ 



を 二人のと も、 或る人が 見た だけで 早急に 火中して し 

まった と 伝えられて いるから (事実 はそう でない かも 

知れない。 すくなくも、 近親の 間に だけ は、 披露され 

たと 見る が 当然の 事 かも 知れない が) 真の 事情と いう 

もの は 五里霧中 のなかに あると いっても よい。 「彼れ 

らは 真に 恋愛 を 解して いたか？」 という こと も 出来れ 

ば 「何が ある もの か出来 心 だ」 と 曲解す る こと も 出来 

るし 「いえ、 そんな 事 はすこし もなかつ たの だ。 それ 

こそ 他に 入 組んだ 訳が あって、 結果が あんな ふうに 

なって しまったの だ ご と 打消す こと も 出来ない と は 

きょ うがく 

いわれない。 けれども 彼女の 周囲の 人た ち は 驚愕の 



その 当時の、 彼女へ 対する あんまり 同情の なかった 言 

説が、 何時か 私に 不満 を 感じさせ ていたの かも 知れな 

ヽ o 

レ 

ともかく 此処に、 「いまわしい ことのお こり」 となつ 

た、 ことの はじめに かえって 記さなければ ならない。 

こうした ことに 似た 一 字 をで も 書けば、 この頃の 純 文 

芸の 方面で は 非常な 圧迫 を 受ける という ことで あるが、 

これ は 連日 公開の 新聞紙 上に 載せられて、 知れ渡った 

事実 ゆえ、 その 災は 受けない ことで あろうと 思う。 

二 



家で 一番 若い ものに 主権が あって、 おまけに 楣 になる 

夫 は 入婿で あると いう 事 は、 何となく 落附 きがな く、 

力強 いところ がな いような 気がする。 家事の 命令な ど 

も 思い思いの ものと ならざる を 得ない ように 思われる _ 

そうした 家庭の 主婦で ある 鎌 子の 夫 は、 子爵 故 

曾 禰荒助 氏 の 息で、 若く 華やかな 貴公子 連の 間に も 名 

高 い 、 寛濶 派手 者 で 、 花柳界に 引張リ W のお 仲間 であつ 

た。 

鎌 子 は 淑女と しての 素養 はすべ て 教育され た。 その 

上 彼女 は 麗質 美貌で あり、 押出しの 立派な 伯爵 若 夫人 

であった。 夫の 寛 治 氏 は、 彼女 も 好んで 迎えた 人で あ 



なし。 

赤靴 を 履き 頭髪 を 分け をり 年頃 二十 六、 七 歳 位 運 

転 手 風の 好男子な り、 男の 黒つ ぼき 外套の かくし 

たもと 

と 女のお 召コ— トの袂 に は 各々 遺書 一 通 ぁリ、 

なお しろ さや かく 

尚 女の コ —トの 抉に は 白 鞘の 短刀 を 蔵し あり。 

右に つき 本社 は 各方 面に 向って 精 探せし 結果、 婦 

人 は 麻布 区 宫村町 六 七 正 二 位勲 一 等 伯爵 枢密院 副 

議長 芳川 顕正 氏 養子なる 子爵 曾 禰安輔 氏の 実弟 寛 

治 氏の 夫人 鎌 子 (廿 七) にして 長女 明 子 ぁリ、 男 

は 同 邸の 自動車 運転手 倉 持 陸 助 (廿 四) なること 

を 突 止めたり。 



ぬから、 今回 情死した 鎌 子 夫人の 許可 を 得て 置 こ 

うと 思って その 室に 訪ねて 行って 見る と、 夫人の 

よしまさ 

姿 も 見えない。 多分 御 隠居 (顕正 伯) の 室に でも 

いる だろうと 思つ てこの 事 を 家令に 告げた。 家令 

は 御 隠居のと ころに 行って 見た が 其処に も 夫人の 

姿 は 見えない。 ところへ 主人の 寛 治 氏が 帰って来 

たので、 鎌 子 夫人 及び 運転手の おらぬ 事 を 告げ、 

くま 

邸内 を 隈なく 探した が とんと わからぬ。 すでに 夜 

も 遅い ことなり、 いずれ 帰って来る だろうと 思つ 

て そのままに 寝て しまった。 然るに 七日の 朝に 

なっても 帰らぬ ので 寛 治 氏 も 大いにお どろき、 こ 



たと 共に、 倉 持 はまた 意志が 薄弱で あつたの である ま 

いか。 彼女の 取るべき 道 はたった 一 つあった ので ある。 

それ は 当然 死よりも 愁 くまた 出来に くかった であろう 

きざ 

が、 正しい 取るべき 道 は、 最初 倉 持との 恋愛が 萌した 

いさぎよ おっと 

時に、 潔 く 良人に 打明けるべき であった。 夫妻の 間 

に 理解と、 真の 愛情が あれば 打明けられ たと 思う。 そ 

れが 出来ず とも、 倉 持との 恋愛が、 何物 を も 犠牲に す 

る ほど 熾烈な ものであった ならば、 当然 伯爵 家 も 伯爵 

夫人 も 最初から 捨てなければ ならなかった の だ。 そし 

て 倉 持 も 極力 その 事 を 願わなければ ならない はずで 

あ. J 

あった。 すべて を 有の ままに してお いて、 倉 持 を 愛し 



しもなかった。 

はね ひんし 

男が 一度 跳 飛ばされながら、 瀕死の 女 を 抱いて、 決 

して 一 人で は 死なせな いという 事 を 耳に 口 をよ せて 繰 

返しき かせて 後 自刃した の は、 彼れ の 品性の 高く 情操 

のい かに 清らかで、 純な 情熱の 所有者であった かとい 

う 事 を 一 般に 認めさせ 非常に 同情 を 集めた。 

その 当時、 ある 夜 私 は 三人の 青年 文学者と、 

みとみ きゅうよう いまい はくよう みかみ おときち 

(三 富 朽葉 • 今 井 白 楊 • 三 上 於 菟吉) ふとした はめから 

その 事に つ いて 言 争った。 三人の 男性 も 真剣に な つ て 

説 を 通そうと した。 へなへなした 私 も、 へこまされ ま 

いとして 自分の 所信 だけ は 曲げなかった。 暁の 鶏の 声 
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